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対象構造物 
鉄筋コンクリート構造物 

 

項 目 
予防保全、浸透性防錆剤、塩害、中性化、塩害と中性化の複合劣化 

 

使 用 機 器 
 

 

使 用 実 績 
東京都：建築物の RC 壁の予防保全 

名神高速道路：橋脚の簡易補修 

1. 本技術の特徴 

本技術は、鉄筋コンクリート部材が塩害や中性化あるい

はそれらの複合劣化により、鉄筋腐食環境になると想定

される構造物に対して、亜硝酸イオンをコンクリート内

部に浸透させることで、鉄筋の不動態皮膜を形成するこ

とにより、長期的な鉄筋の腐食抑制効果を発揮する予防

保全技術です。SBLN ジェルは以下の特徴を有します。 

① 亜硝酸イオンが多量かつ早期に浸透 

亜硝酸リチウム 40%水溶液をジェル状にすること

で、1 回で最大 1.0kg/m2 の塗布が可能であり、鉄筋

の腐食抑制に必要な亜硝酸イオンが多量かつ早期

に浸透します。(写真 1) 

② 材料がダレることなく簡単に施工可能 

適度な粘性を付与した防錆剤ですので、壁面およ

び天井面での施工であっても SBLN ジェルがダレ

ることなく簡単に施工が可能です。(写真 2，3) 

③ 亜硝酸イオンが早期に浸透し長期間防錆を維持 

防錆に必要な亜硝酸イオンが 1 ヶ月で深さ 20mm

に浸透し 12 ヶ月後も防錆必要量を維持します。 

(図 1:コンクリート強度 18N/mm2、コンクリート中

の塩化物イオン濃度 3kg/m3、かぶり 20mm の条件) 

写真 1 SBLN ジェルの外観 

写真 2 SBLN ジェルの塗布状況 
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2. 亜硝酸イオンの浸透予測 

既往の研究を参考にして設定したコンクリー

ト中の亜硝酸イオンの拡散係数を用いて、数

値解析による浸透予測を行い、補修対象とな

るコンクリート構造物に期待する予定供用期

間に応じた設計が可能です。(図 2:コンクリー

ト 強 度 24N/mm2 、 SBLN ジ ェ ル 塗 布 量

1.0kg/m2、かぶり 40mm の場合) 

3. 塩害を模擬した試験体の防食性能評価 

塩化物イオン量 3kg/m3 を混和し、かぶり 3cm
の位置で鉄筋を埋設した試験体を作製し

SBLN ジェルを塗布し自然電位測定を行いま

した。その結果、塗布量 1.0kg/m2 では約 1 ヶ

月、0.5kg/m2 では約 6 ヶ月で腐食無しの判定

領域に達しました。(図 4) 
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写真 3 亜硝酸 Li 水溶液とのダレ性の比較 図 1 亜硝酸イオン浸透量の経時変化 

図 2 亜硝酸イオン浸透量の経時変化 

図 4 鉄筋の自然電位の経時変化 図 3 試験体の概要 


